
葛飾区における３Ｒの進捗状況について 

 

リサイクル清掃課 

 
 

１ 繊維類（古布
ふるぬの

・布団）の資源化について 

 （１）古布の資源化について 
   令和６年度より、ごみ減量の取組である「かつしかルール」に新たに「古布の資源化」 

を追加し、古布の資源回収量を増やすことで燃やすごみの削減を推進しています。7 月
からは拠点回収の利便性向上を目的として、大手スーパー「ライフ」と協定を締結し、
区内 5 か所の店舗に回収拠点を増設しました。 

   回収された古布は中古衣料として再利用するほか、反毛やウエスなどにリサイクル 
  されています。また一部のポリエステル製品については、繊維 to 繊維の技術によって

再びポリエステル繊維になっています 
 

  令和６年度の回収実績 

（令和 6 年４〜８月） 拠点回収・集団回収 １３６ｔ 
 （前年度同時期より３３ｔ増） 

 ※上記のうちライフ店舗回収分（７〜８月）  ２.２ｔ 
 

（２）布団の資源化について  
 令和６年度より、ごみの減量や埋立処分場の延命化を目的として、粗大ごみで出さ 
れた布団類の資源化を開始しました。 
 回収した布団は、再び布団や枕等の寝具にリサイクルされているほか、素材により 
再生生地やアパレル製品の一部にもなっています。 
 

令和６年度の処理実績 

（令和６年４〜６月） 粗大ごみからのピックアップ回収 ３，２３２枚 
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２ 粗大ごみからの製品プラスチックの資源化について           

令和５年 11 月より、葛飾区で回収された粗大ごみから衣装ケースやイス、ごみ箱、 
子供用遊具（すべり台・ベビーサークル等）のプラスチック製品の資源化を開始しました。 

 

令和５年度の処理実績 

（令和 5 年 11 月〜令和 6 年 3 月） ７，５２７ｔ 

令和 6 年度の処理実績 

（令和６年４〜８月） ７，３１８ｔ 
 
 

３ 集積所における製品プラスチックの回収について              

これまで「燃やすごみ」として収集してきた製品プラスチック（容器包装プラスチック 
以外のプラスチック類）について、令和７年４月から「資源」として分別回収し、再生利
用することを区内全域で開始します。 

 
（１）回収の対象となるもの 

    ・容器包装プラスチック以外のプラスチック類 
    ・プラスチックだけでできているもの（金属等が含まれていない） 
    ・一辺が 30ｃｍ以内のもの （例）ハンガー、バケツ、食器類など 

（２）回収日 
「資源の日」に回収  ※「プラマークの日」に変更はありません 

 （３）リサイクル方法 
     マテリアルリサイクル（新たな製品の原料として再生利用します） 
 （４）一部先行モデル回収の実施について 
    令和７年２月から、中間処理の運用等を確認するため、一部地域で先行してモデル

回収を行います    
実施地区：⻘⼾・奥⼾・⻲有・新宿・東金町・東新⼩岩・東堀切 

    対象世帯：集合住宅を対象とした 2,910 世帯 
 
 



  （５）今後のスケジュール 
   令和６年 11 月  行政連絡協議会において各連合町会⻑へ周知 

令和６年 12 月  広報かつしか、ポスター、ＨＰ・ＳＮＳ等で周知開始 
   令和７年１月〜  地区センター等で住⺠説明会を開催 
   令和７年２月   区内一部地域で先行モデル回収実施 
   令和７年２月   令和７年度版「資源とごみの収集カレンダー」配布開始 
   令和７年３月   広報かつしかで周知（２度目） 
   令和７年４月   区内全域で分別回収開始 
 
 

４ 参考資料 

  ①かつしかルールについての啓発チラシ（別紙１） 
  ②ライフ店舗での古布回収についての啓発チラシ（別紙２） 
  ③葛飾区の家庭ごみの状況（別紙３）  

・上段・・・１人１日あたりのごみ量 
   ・下段・・・家庭ごみ量の推移 
  ④葛飾区の家庭から出るごみ・資源の流れ（別紙４） 
 
 



（別紙１）





　　（別紙２）
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回収の
場所

回収日
重量

（ｔ）
ごみ・資源の内容

リユース◎
リサイクル〇

重量割合
（％）

中間処理
最終処分・

再商品化（主なもの）

生ごみ 31

紙くず 29

プラスチック類
(令和７年４月から
製品プラスチックの分別回収開始予定)

13

衣類・革製品 4

その他 23

不燃系　資源化していない物
（ガラス・陶磁器・複合素材など）

　 60 破砕
埋め立て処分
（中央防波堤埋立処分場）

金属類・小型家電 〇 25 破砕、選別
鉄、ステンレス、アルミ、
金銀銅

可燃系　資源化していない物 5
焼却
（葛飾清掃工場・
墨田清掃工場）

埋め立て処分
（中央防波堤埋立処分場）

スプレー缶 〇 5 破砕 鉄

蛍光管 〇 1 破砕、選別、洗浄
アルミ、蛍光灯ガラス、グラス
ウール、ガラス工芸品

飲食用びん
（令和５年11月から資源化開始）

〇 1 選別・洗浄・破砕 ガラス製品、道路の路盤材等

乾電池
（令和５年４月から資源化開始）

〇 1 焙焼、解砕、磁選 鉄、亜鉛

ライター 0.4 破砕
埋め立て処分
（中央防波堤埋立処分場）

使用可能な食器 ◎ 0.3 選別 再利用

小型充電池 〇 0.2 破砕、選別 充電地、ステンレス、銅

ダンボール（蛍光管の梱包） 〇 0.04 選別、プレス
段ボール、菓子箱、印刷用紙、
トイレットペーパー

水銀製品 〇 0.003
解体、選別、焙焼、磁
選

鉄、アルミ、水銀試薬、水銀

プラスチック製
容器包装
(プラマーク)

3,048 〇 選別、プレス
ガス化（アンモニア、液化炭酸
ガス）

ダンボール 〇 29 ダンボール

本・雑誌 〇 21 ボール箱、絵本

新聞 〇 11 新聞紙・週刊誌

紙パック(飲食用) 〇 0.4 ティッシュペーパー

〇 13
白・茶びん
洗浄・粉砕

びん、ガラス

〇 6
その他色付きびん
洗浄・粉砕

道路の路盤材

◎ 0.3
リターナブルびん
洗浄

再利用

ペットボトル 〇 13 破砕・洗浄・選別
ペットボトル
（１００％ボトルtoボトル）

飲食用のスチール缶 〇 5 プレス 鉄

飲料用のアルミ缶 〇 1 プレス アルミ

食品トレイ 〇 0.4 選別、洗浄
食品トレイ
（１００％トレイtoトレイ）

葛飾区の家庭ごみ・資源の流れ（令和5年度）

燃やすごみ
72,914

1,939

資　源 14,472

集積所回収

焼却
重量１/１０程度に減
少
体積１/２０程度に減
少
（葛飾清掃工場・墨田
清掃工場）

埋め立て処分
（中央防波堤埋立処分場）

２３区の焼却灰の1/4程度をセ
メント原料等に資源化

燃やさないごみ

溶解

飲食用のびん

（別紙４）



回収の
場所

回収日
重量

（ｔ）
ごみ・資源の内容

リユース◎
リサイクル〇

重量割合
（％）

中間処理
最終処分・

再商品化（主なもの）
小型家電（掃除機、扇風機、炊飯器
等）

金属類（令和5年４月から資源化開始）

〇 21 破砕、選別
鉄、ステンレス、アルミ、
金銀銅

家具類（再利用できるもの）
重量未計測
テーブル・イスなど約9500台

◎ メンテナンス

リサイクルセンター
　（堀切・無償譲渡）
かつしかエコライフプラザ
　（立石・低額販売）

製品プラスチック（衣装ケース等）
（令和5年11月から資源化開始）

〇 0.2 選別 プラスチック原料

上記以外の粗大ごみ

（令和６年４月から
　　布団の資源化開始）

79
分別、破砕、磁選、焼
却

焼却灰→埋め立て処分

金属類→鉄・アルミ

古布 〇 95 選別、分解 中古衣料、ウエス

乾電池 〇 3 焙焼、解砕、磁選 鉄、亜鉛

小型家電
(指定９品目)

〇 2 破砕、選別
鉄、ステンレス、アルミ、
金銀銅

食品トレイ 〇 0.02 選別、洗浄
食品トレイ
（１００％トレイtoトレイ）

廃食用油
重量未計測　7,983ℓ

〇
濃縮、中和、圧縮、油
水分離

バイオディーゼル燃料、せっけ
ん

古紙 〇 93 溶解

新聞紙・週刊誌
段ボール
ボール箱、絵本
ティッシュペーパー

飲食用のアルミ缶 〇 5 アルミ

飲食用のスチール缶 〇 1 鉄

古布 〇 2 選別、分解 中古衣料、ウエス

◎
リターナブルびん
洗浄

再利用

〇
透明なびん
洗浄・粉砕

びん、ガラス

その他 〇 0.2

再商品化の品物は、主なものであり、再商品化事業者により変わる場合があります。
燃やすごみの重量割合は、令和４年度性状調査による割合です。
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